
仕 　 １．設計内訳書に記載している数量は、参考数量とする。
　 ２．工事日程は協議の上決定する。

様 　 ３．工事に伴う官公庁への手続き（その費用を含む。）及び工事用電気ヹ水道等の使用に係る
　　　 費用は、請負者の負担とする。

概 　 ４．゠シプシテ含有建材の除去にあたっては、石綿作業主任者を選任し、石綿障害予防規則など関係法令を
　　　 遵守して行うこと。

要 　 ５．本工事は、「能代市週休２日制工事実施要綱」に基づいて実施するものとする。

Ⅰ 直接工事費計 1 式

Ⅱ 共通仮設費 1 式

純工事費

Ⅲ 現場管理費 1 式

工事原価

Ⅳ 一般管理費 1 式

Ⅴ 契約保証費 1 式

Ⅵ 産業廃棄物税 1 式

工事価格 1 式

消費税額 1 式

総工事費 1 式

設　　　　計　　　　書

旧鶴形地域スヱソヺ解体工事

備　　　　　　　考

一金 円也

細　　　　　　　目 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　価 金　　額

能　　代　　市



積上共通仮設費

交 通 誘 導 員 B 1 式

積上共通仮設費

備　　　　　　　考細　　　　　　　目 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　価 金　　額

能　　代　　市



直 接 工 事 費

1 直 接 仮 設 工 事 1 式

2 解 体 工 事 1 式

3 付 帯 工 事 1 式

Ⅰ 直 接 工 事 費 計

細　　　　　　　目 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　価 金　　額 備　　　　　　　考

能　　代　　市



1 直接仮設工事
手すり先行方式

枠組足場 建枠600×1700　H＞12m 161 掛㎡

単管一本足場 H＞10m 155 掛㎡

安全手すり 42.4 m

ネット養生 316 掛㎡

内部脚立足場 245 ㎡

足場資材の運搬費 枠組足場 161 掛㎡

足場資材の運搬費 単管一本足場 155 掛㎡

足場資材の運搬費 安全手すり 42.4 m

足場資材の運搬費 シート類 316 掛㎡

足場資材の運搬費 脚立足場 245 ㎡

整理清掃後片付け 245 ㎡

合 計

2 解体工事

（1）とりこわし工事
内外装とりこわし 天井・壁・床仕上材、ｻｯｼ

（集積、積込共） ｶﾗｰ鉄板、調理台等 245 ㎡
内外装とりこわし 石綿含有（ﾚﾍﾞﾙ3）

（集積、積込共） 軒天スレート板 57.1 ㎡
内外装とりこわし 石綿含有（ﾚﾍﾞﾙ3）

（集積、積込共） 天井　石綿吸音板 79.5 ㎡
内外装とりこわし 石綿含有（ﾚﾍﾞﾙ3）

（集積、積込共） セメント円筒管 8 箇所
内外装とりこわし 石綿含有（ﾚﾍﾞﾙ3）

（集積、積込共） 床　ビニルシート 19.9 ㎡
内外装とりこわし 石綿含有（ﾚﾍﾞﾙ3）

（集積、積込共） 壁　仕上塗材（京壁） 9.5 ㎡

電気設備撤去 配線、投光器等含む 1 式

機械設備撤去 湯沸器、管類等含む 1 式

解体（上屋） 集積、積込共 245 ㎡

解体（基礎） 集積、積込共 35.0 m3
BH 0.25ｍ3

重機回送費 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ共　往復 1 回

小 計

細　　　　　　　目 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　価 金　　額 備　　　　　　　考

能　　代　　市



（2）運搬費

運搬費 コンクリート 35.0 m3

運搬費 木材類 32.3 m3

運搬費 ガラス・陶磁器類 1.5 m3

運搬費 ボード類 7.6 m3

運搬費 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1.8 m3

運搬費 混合廃棄物 5.4 m3

運搬費 鉄骨類 0.2 m3

運搬費 石綿含有材 1.2 m3

小 計

（3）処分費
コンクリート

処分費 有筋・無筋 80.2 ｔ

処分費 木材類 19.4 ｔ

処分費 ガラス・陶磁器類 2.4 ｔ

処分費 ボード類 8.7 ｔ

処分費 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 2.2 ｔ
混合廃棄物

処分費 畳・瓦礫類 2.6 ｔ
ﾍﾋﾞｰH2

処分費 鉄骨類 1.6 ｔ

処分費 石綿含有材 1.3 ｔ

小 計

（1）+（2）+（3）
合 計

単位 単　　価 金　　額 備　　　　　　　考細　　　　　　　目 摘　　　　　　要 数　量

能　　代　　市



3 付帯工事

土間コンク リ ー ト撤去 運搬処分共 15.0 ｍ3
コンクリート

階 段 撤 去 運搬処分共 1 式
コンクリート

防 油 堤 撤 去 運搬処分共 1 式

便 槽 撤 去 運搬処分共 1 式
既製品

側 溝 撤 去 処分共 12.0 ｍ

水道メーター撤去 1 式

舗 装 撤 去 切断含む 35.0 ㎡

屋 外排 水管 撤去 運搬処分共 35.0 ｍ
As撤去共

道 路排 水管 撤去 As仮復旧まで 1 式
本管止　As撤去共

屋 外給 水管 撤去 As仮復旧まで 1 式
As舗装

舗 装 本 復 旧 一部切断、撤去、路盤工含む 1 式

整地、砕石敷き均し C-40　ｔ＝100 311 ㎡

合 計

単位細　　　　　　　目 摘　　　　　　要 数　量 単　　価 金　　額 備　　　　　　　考

能　　代　　市
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注 意 事 項 

 

１．現場橹術者 

 公募条件による橹術者を配置すること。 

 

２．コリンズ（CORINS）への登痒 

 工事請負代櫾顱が５００万円以上の工事については、公櫂建築工事標準仕様書の橪定に

従い作成、登痒しなければならない。 

 

３．工事の進捗等について 

 工事は、飌疵する工事や颥公署等と相互の疵畄を密にして、施工上支障のないように十

分畦意し、工飰内颤成に万全を飰すること。 

 また、本工事の施工進捗に伴う颥公庁への手続きが必甮な場合は、全て請負者の責任で

行うこと。 

 

４．工事用電疄・檩水について 

 全ての工事について請負者の負担とする。 

 

５．工事上の支障物件について 

 工事施工上、支障となる物件は颺督職員檘び工事颺畔者と櫄檂の上、全て請負者の負担

において撤檬または移設すること。 

 

６．原欹復檪について 

 本工事において道疼、樹木、構造物等を破損した場合は全て請負者の負担において原欹

に復すること。なお、工事着工前に必ず施工場所全体の写真を撮影しておくこと。 

 

７．騒音・振動橪制等           ・ 欄域顆    ・ 欄域内 

 当工事場所は、騒音・振動橪制欄域顆となっているが、周囲には一般住宅が所在するこ

とから、工事飰飊中は次の事項に注意して施工すること。 

 ① 登韴校の児童や周辺住民等へより一層の安全顤保等に配畭するため、工事現場へ 

   の畞入を防止する措置をとると櫂に、作櫤員へ日頃から安全颽畔櫑育等を行うこと。 

 ② 周囲の生顾時飊帯に合わせた、車畳乗り入れの時飊等の調整や現場乗り入れの際 

   の徐行運転など現場周辺運行に特に注意すること。 

 ③ 工事にあたっては、低騒音・低振動の飳飣を使用するように努めること。 

 



 

 

８．異檂の申し畞てについて 

 入札参韻者は、入札後に設歑図書・欺約内容等について不明を畔由として、異檂を申し

畞てることは出甿ない。 

 

９．資材の購入等について 

 資材の購入に際しては、資材納入櫤者の畏益を不当に顈することのないように公正な取

引を行うこと。 

 本工事で使用する資材の購入や韴請負については、市内の事櫤所・櫤者を優先的に顾用

するように努めること。 

 

１０．数疁公顁について 

 ① 内訳書の内訳は参考資當であり、設歑図書とはしない。 

 ② 数疁は、建築数疁積算飤準（建築積算研檤所制定）に飤づいて算出したものであり 

   切り無駄や施工による顺増等は飒まない。 

 

１１．週檗２日制工事について 

 ① 本工事は、「能代市週檗２日制工事実施甮綱」に飤づいて実施する。 

 なお、颤全週檗２日（土日）の現場閉所を行う前提で疾務費を補正して積算してい

る。 

 ② 現場閉所の達成状櫓が颤全週檗２日（土日）に満たない場合、その達成状櫓に応じ

て請負代櫾顱を変更する。 

 


